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Pazufloxacinの 外 科 的 感 染 症 の 治 療 経 験

清水武昭

信楽園病院外科*

薪 しい経口ニューキノロン系抗菌薬pazunoxacin(PZFX)を 外科的感染症に対 し使用 し,そ の

臨床効果お よび副作用について観察 した。

急性胆管炎2例,後 腹膜膿瘍1例,術 後創感染1例 お よび膀膿瘍1例 にPZFXを 用い加療 した。

全例 とも投与量は200mgを1日3回,投 与期間は7日,総 投与量4,200mgで あった。臨床効果は,

著効2例,有 効3例 の成績が得 られ,起 炎菌は3例 より検出され,い ずれ も消失 した。全例 に副

作用,臨 床検査値異常変動 は認め られなかった。
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Pazufloxacin(PZFX)は 富山化学工業(株)で 創成 された

新 しいキノロン系抗菌薬であ り,ピ リ ドンカルボン酸骨

格の7位 に1-ア ミノシクロプロピル基 を有する構造的特

徴 を持つ。本薬剤は,殺 菌的に作用 し,嫌 気性菌 を含む

グラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌スペ

ク トルを有す る1)。また本薬剤は血 中半減期が短いにも

かかわらず高い血中濃度が得 られるとともに良好な炎症

巣移行性 を反映 して,各 種実験的感染症に対 して良好な

治療効果 を示すことより2),外 科的感染症に対する治療

薬 としても期待 されている。

今回我々は,胆 道感染症 を含む外科的感染症に対 し本

薬剤 を使用 し,そ の有効性および安全性 について検討 し

たので報告する。

対象は平成4年10月 より平成5年7月 までの期間に,信

楽園病院外科 に入院 した2例 と外来 を受診 した3例,合

計5例 で,い ずれ もPZFXを 用いての加療 に同意の得 ら

れた症例であった。年齢は23～80歳 で,男 性2例,女 性

3例 であった。治療対象疾患 は,急 性胆管炎2例,後 腹

膜膿瘍1例,術 後創感染1例,膀 膿瘍1例 であった。

本薬剤の投与方法は,全 例 とも1回200mgを1日3回,

食後 に経 口投与 した。 また,投 与期間は全例7日,総 投

与量4,200mgで あ った。臨床効果の判定 は,原 因菌の

消長,臨 床症状 とCRP,白 血球数 など関連 した検査所見

の改善 を考慮に入 れ,著 効(Excellent),有 効(Good),や

や有効(Fair),無 効(Poor)に 判定 した。副作用について

の検索は,発 疹,発 熱,投 与時の悪心,嘔 吐,下 痢,腹

痛などの臨床的な副作用に留意するほか,投 与前,投 与

中,投 与後の各種検査値から本薬剤の腎,肝,骨 髄への

影響 をみた。腎機能 では血中尿素窒素(BUN)お よびク

レアチニ ン(S-Cr),肝 機能はアルカリフォスファターゼ

(ALP),ト ランスア ミナーゼ(GOT,GPT),ビ リル ビン,

LDH,γ-GTP,骨 髄機能 としては末梢血 ヘマ トクリッ ト

(Ht),白 血球数(WBC),血 小板 数(Plat),そ れに全身の過

敏反応 とも合 わせ て白血球分画の好酸球百分比(Eos)を

指標 とした。

臨床効果の成績 をTable1に 示 した。著効2例,有 効3

例であった。細菌学的効果で は,5例 中3例 において起

炎菌が分離同定 され,単 独菌感染 は1例 で,濟 膿瘍の症

例5よ りStaphylococcus epideroidisが検出 され,複 数菌感

染 は2例 で,後 腹膜膿瘍の症例3よ りPseudomonas aerugi-

nosa, Escherichia coli, Klebsiella poumoniae, Bacteroides

fragilisおよび術後創感染の症例4よ りklebsiella oxytoca,

Enterococcus faecalisが検 出された。いずれの場合におい

ても消失 した。Table2に 本薬剤投与前後の臨床検査値

を示 した。本薬剤に起 因すると考えられる異常変動は認

め られなかった。また全例 において,自 他覚的な副作用

は認め られなかった。

本薬剤はその構造上の特徴 から,中 枢神経系一般薬理

試験の結果ニューキノロン薬 として問題視 される痙攣誘

発活性 は極めて弱 く,従 来のキノロン系抗菌薬の特徴で

あるブロー ドで強い抗菌力 ということを背景にさらに高

い安全性を求めた ものであ り.ま たその良好な体内動態

より,外 科的感染症に対 しその有用性が期待 される。

胆道感染症の治療では胆汁 ドレナージ法の寄与すると

ころも大 きいが,抗 菌薬の感染菌に対する抗菌力 と共に,

胆汁中移行が大切である鋪。今回,当 院では本薬剤に関

して胆汁中移行等の検討はで きなかったが,本 薬剤の胆

汁中への良好 な移行は確認 されている5)。

中等症 の急性胆管炎2例 に本薬剤 を使用 し,症 例No.

1で は,す みやかな臨床症状の改善 と解熱,CRPの 正常化,

またCT,エ コーでの肝内胆管拡張像の消失が認め られ,

著効 と判定で き,症 例No.2で も,す みやかな臨床症状

の改善 と解熱,WBC ,CRPの 正常化が認め られ,有 効で

あった。起炎菌はいずれ も確認できなかった。
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Table 1. Clinical summary of pazufloxacin

Table 2. Laboratory findings before and after pazufloxacin treatment

B: before A: after

症例No.3の 後腹膜膿瘍 については,急 性虫垂炎穿孔

腹膜炎にて手術 し,術 後経過良好 なる も発熱,腹 痛が出

現し,CT,エ コーにて膿瘍が確認 され,cefmetazole(CMZ)

を投与 されるも改善 をみなかった症例で,本 薬剤に変更

後,す みやかに解熱,白 血球数,CRPの 改善,疼 痛,発

赤,腫 脹等の症状の改善 がみ られ,ま たエ コー,CTで

の膿瘍の消失 を認め,排 膿 もな くなり,起 炎菌 も消失 し

た。著効 と判定 し得 た。

術後創感染(No.4),膀 膿瘍(No.5)の 各1例 では,排 膿

の消失等の臨床症状の改善,検 査値所見の正常化がみ ら

れ,ま た起炎菌はいずれも消失 し有効であった。

臨床成績 は,外 科的感染症5例 において全例著効 また

は有効 を示 したことか ら,基 礎的検討の成果 を裏付 ける

もの といえよう。安全性においては副作用,臨 床検査値

異常変動はな く,PZFXは,外 科的感染症 に対 して有効

かつ安全に使用 し得る有用な抗菌薬と考えられた。
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Clinical evaluation of pazufloxacin in patients with surgical 

infections 
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The clinical efficacy and side effects of pazufloxacin (PZFX), a new oral quinolone antimicrobial agent, 

were evaluated in 5 patients, 2 with acute cholangitis and 1 each with retroperitoneal abscess, 

postoperative wound infection and umbilical abscess. Every case was administered PZFX at a single dose 
of 200 mg 3 times a day for 7 days, to a total dosage of 4, 200 mg. The results were excellent in 2 and 

good in 3, and the causative organisms detected in 3 patients were all eradicated. No side effects or 
abnormal laboratory findings were observed.


